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会社概要

会社名

1. 視覚障害者向け情報機器及び関連ソフトウェアの企画、開発、製造及び販売

2. 音声読書器、音声認識及びAI技術を活用したアプリケーションの開発及び提供

3. 視覚障害者向け歩行支援システム及びナビゲーションサービスの企画、開発及び運営

4. 視覚障害者、聴覚障害者その他障害者向け機器及び用具の卸売及び小売

5. 福祉機器、情報機器及び関連商品の輸出入並びに調達及び販売

6. アクセシビリティに関する調査、診断、コンサルティング及び改善支援業務

7. 店舗、施設及びサービスにおけるアクセシビリティ対応の企画、設計、導入支援及び運営

8. インターネットを利用した情報提供サービス及び広告事業

9. 補聴器その他福祉関連機器の販売

10. 障害者支援に関する教育、研修及び交流事業

株式会社よむべえ

法人番号 1011601028262

役　員 代表取締役　新井 利貴也

所在地 〒111-0053 
東京都台東区浅草橋1丁目35-7-501号

主要仕入先 ケージーエス株式会社
シナノケンシ株式会社
株式会社高知システム開発
有限会社エクストラ
株式会社システムギアビジョン
ヒューマンウェア(カナダ)
ウインテック社(ホンコン)

主要委託先 株式会社トレジャー事務器製作所(板金加工)
(社)音声ナビネット(音声ガイド地図関係)
廈門興和通貿易有限公司(中国ビジネス関係)
日本PCサービス株式会社（よむサポ）

mail  info@yomube.co.jp
050-1791-2070TEL. FAX.03-4335-8338

読む、書く、歩くの自由をすべての人へ

株式会社

快速よむべえ
シリーズ

オンライン
ショップ

ナビ広場 Instagram YouTube X

Profile

事業概要 Services

見えない世界に
新たな視界を届けます

情報へのアクセスは、生活と社会参加の前提です。

それが制限される限り、真の自立は成立しません。

私たちは、読む・書く・歩くという日常の基盤を支えることで、視覚に制約のある方々の選択肢を広げます。

支援にとどまらず、環境そのものを整える。

その積み重ねによって、社会のあり方を変えていきます。

株式会社よむべえ



私たちの4つのソリューション

読む・書く・歩くの自由を、すべての人へ。

Solution

その他の事業や取り組み Other Initiatives and Activities

人が自分らしく生きるために欠かせない「読む・書く・歩く」という基本的な行動。

私たちは、その自由をすべての人が等しく享受できる社会を目指し

日々製品やサービスを開発しています。

視覚障害・ロービジョンのある方が、読む・知る・判断することを自立して行える社会を目指し、

当事者視点とテクノロジーを融合した自社製品の企画・開発・販売を行っています。

日常生活から公共空間まで、実用性を重視したプロダクトを提供します。

代表挨拶 Message

1. アクセシブルプロダクト事業
累計販売台数

1万台
突破！

快速よむべえ一体モデル

「情報の壁を、技術で越える自社開発製品」 

施設内や街中における、視覚に依存しないナビゲーションシステムを構築します。

商業施設、オフィスビル、公共機関などに対し、ハードとソフトの両面から、誰もが

安心して訪れることができるインクルーシブな空間づくりを支援します。

3. ナビゲーションプラットフォーム事業

「誰もが迷わず、安全に移動できる環境づくり」 

視覚障害・ロービジョン領域における国内外の支援機器・関連プロダクトの中から、

当事者にとって本当に使えるものだけを厳選して提供しています。

製品選定にとどまらず、導入支援・活用提案まで含めた価値提供を行います。

2. セレクテッドソリューション事業 

「世界の先端技術を、日本の現場へ」 

4. ユニバーサルデザイン／アクセシビリティコンサルティング事業 

「企業のサービスと環境を、すべての人へ開く」 

取扱い点数600点超え

アメディアフェア・展示会
視覚障害支援の展示会を主
催・出展し、体験を通じて理解
促進と新たな出会いを創出し
ています。

企業版ふるさと納税
自治体と連携し、視覚障害支援
機器の普及を通じて、地域課題
の解決と誰もが暮らしやすい
社会の実現に貢献しています。

よむサポ
利用者・導入施設の現地環境
に最適な設定からトラブル対
応までデジタル機器の包括的
サポートを担います。

協賛募集
協賛を通じて、視覚に障害のあ
る方のお出かけを支援。SDGs
（持続可能な開発目標）やCSR
（企業の社会的責任）に取り組
みながら、地域貢献、新規顧客
との出会いが生まれます。

ナビレク・バリアフリーマップ
聴いて・触って・ふるえる地図
視覚
障害者の

お出かけ支援アプリ

利用者10,000 人以上

全国5,800以上経路公開中

10. 人や国の不平等をなくそう
11. 住み続けられるまちづくりを
17. パートナーシップで目標を達成しよう

当プロジェクトはSDGs目標の
3目標に対応した取組です。

総務省の取り組み「情報アクセシビリティ支援ナビ
（Act-navi アクトナビ）」に登録しています。

総務省が実施した「情報アクセシビリティ好事例」に
選定されました。

企業様のWebサイト、製品、施設が、見えない・見えにくい方にとっても使いやすいものになるよう、専門的

なコンサルティングを実施します。

2024年の「合理的配慮の提供義務化」にも対応し、企業価値の向上とインクルーシブな顧客体験の創出を

サポートします。

私たちは、「読む・書く・歩くの自由をすべての人へ」という考えを起点に事業を展開しています。

視覚に制約があることで、情報に触れることが難しい、自由に移動できない、日常の中で当たり前に行われている行為に制限がかかる。

こうした状況は長く「仕方のないもの」として扱われてきました。しかし私たちは、それを個人の問題としてではなく、社会の側に改善余地がある

構造的な課題だと捉えています。

本来、情報へアクセスすること、自ら判断すること、自分の意思で行動することは、すべての人に等しく与えられるべきものです。

それにもかかわらず、環境や仕組みの不備によって、その機会が制限されている現実があります。私たちは、この当たり前の不自由を見過ごさず、

社会の前提そのものを問い直すところから事業を組み立てています。

目指しているのは、特別な支援や配慮がなくても、誰もが自然に情報へアクセスでき、自ら選択し、行動できる社会です。そのためには、単なる機

器やサービスの提供にとどまらず、社会全体の設計やあり方にまで踏み込んでいく必要があります。当事者の視点を起点に、実際の利用環境や

行動の流れを捉えながら、実用性のある形で変化を積み重ねていくことが重要だと考えています。

また、社会課題の解決は理想だけでは持続しません。

継続的に価値を提供し続けるためには、事業として成立し、成長していくことが不可欠です。だからこそ私たち

は、現実的な視点を持ちながら、結果にこだわり、社会に残り続ける仕組みを構築していきます。

「読む・書く・歩く」という、人が生きていく上で根幹となる行為の自由を取り戻すこと。

それは単なる利便性の向上ではなく、一人ひとりが主体的に生きるための基盤を整えることに他なりません。

よむべえは、「読む・書く・歩くの自由をすべての人へ」という理念のもと、これからも社会のあり方に向き合い続

けます。そして、不自由を前提としない新しい社会の実現に向けて、着実に歩みを進めてまいります。

代表取締役　  新井 利貴也
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